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で 3･0瓦BPも串毛の意 以上で帥 ば完全に防蝕の目的を達し得るO唯此の雛 の物質的
何にして潟の高い尊宅粗経に満遍なく平均に強く吸着せしめるかが問題であるO節者等の方法
で毛布英軍他にロテノ-ンを主剤として防蝕加工し†こものは!仕上後の外観･感鯛等の鮎では
無鬼斑晶と少しも奨bTLく,又蝕筈試験の結果は別項山田氏の報昔の棟に礎釆の円外の何れの
防蝕刑で加工し1こものよカ.も良好の校である.'そして値段も主要原料でニるヂ7)スの比較的高い
今日でさ-ち.充分資用の範囲内に在ると思ふ｡日下各種の羊毛製品及び毛皮等に就でも加工
法及び防蝕筑範の甲方面の研究を進めつ､あるPで･近し､将来に是等に閲して再び肇表する折
があると息ふo ＼
斯くし･T今後数年を出ですして,我国に於でも純国産の原料から出著して,羊毛製品のみな
らや一般毛新q)完全に軌 ､防蝕剤を作b得る時が来ると確信する次第でみろ｡
